
使用上の注意

してはいけないこと

（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなります）
1.	次の部位には使用しないでください
	 	 水痘（水ぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部。
2.	顔面には、広範囲に使用しないでください
3.	長期連用しないでください

相 談 す る こ と

1.	次の人は使用前に医師、薬剤師又は登録販売者にご相談ください
	 （1）医師の治療を受けている人。
	（2）妊婦又は妊娠していると思われる人。
	（3）	薬などによりアレルギー症状を起こした

ことがある人。
	（4）患部が広範囲の人。
	（5）湿潤やただれのひどい人。
2.		使用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性がありますの
で、直ちに使用を中止し、この文書を持って医師、薬剤師又は登録販
売者にご相談ください

関 係 部 位 症　　　状
皮 膚 発疹・発赤、かゆみ、はれ

皮膚（患部） みずむし・たむし等の白癬、にきび、化膿症状、持続
的な刺激感

学術課 薬制部 品　管 安　管

初  校

★裏面につづく

第□2類 
医薬品 

ご使用に際して、この説明文書を必ずお読みください。�
また、必要な時読めるよう大切に保管してください。�

鎮痒消炎薬

ヒドロコルチゾン酪酸エステル配合

セロナQTローションは…

◦�湿疹、皮膚炎、かぶれなどの炎症やかゆみに効果をあらわす、ヒドロコル
チゾン酪酸エステルとクロルフェニラミンマレイン酸塩を配合したロー
ションです。
◦�さらっとした透明なローションです。

3.		5～6日間使用しても症状がよくならない場合は使用を中止し、この
文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者にご相談ください
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添加物として、クエン酸、クエン酸Na、Ｎ－（ヘキサデシロキシヒドロキシ
プロピル）－Ｎ－ヒドロキシエチルヘキサデカナミド、ポビドン、イソプ
ロパノール、グリセリンを含有します。

成　　分 分　量 働　　　き

ヒドロコルチゾン
　酪酸エステル 0.05w/v% 湿疹、皮膚炎、かぶれなどの炎症を抑

えます。

クロルフェニラミン
　マレイン酸塩 0.5w/v% かゆみを抑えます。

〔効　能〕─────────────────────────────
湿疹、皮膚炎、かぶれ、かゆみ、虫さされ、あせも、じんましん
〔用法・用量〕───────────────────────────
1日数回、患部に適量を塗布します。
〈用法・用量に関連する注意〉
（1）定められた用法・用量を厳守してください。
（2）�小児に使用させる場合には、保護者の指導監督のもとに使用させてくだ

さい。
（3）�目に入らないよう注意してください。万一、目に入った場合には、すぐに

水又はぬるま湯で洗ってください。なお、症状が重い場合には、眼科医の
診療を受けてください。

（4）外用にのみ使用してください。

(1)��直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に密栓
して保管してください。

(2)�小児の手の届かない所に保管してください。
(3)��他の容器に入れ替えないでください。（誤用の原因に
なったり品質が変わるおそれがあります。）

(4)�使用期限をすぎた製品は、使用しないでください。
(5）�火気に近づけたり、火の中に入れたりしないでください。また、使用済み
の容器は火中に投じないでください。

保管及び取扱い上の注意

使用する時は容器を下向き又は斜めにして、患部に先端を軽く
押しあてて塗布してください。（先端を患部からはなすと、薬液
がでなくなります。）
〔成分・分量と働き〕──────────────────────────

容器の使用方法

1.��患部を清潔にしたのち、セロナQTローションのキャップをとり、容器の
先端を患部にあて、胴部を軽く押すように塗布します。
2.��指先で強くこすらないように軽く塗布します。
3.��治りかけてきたら、回数をへらしてください。

お手当のアドバイス
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